
為替週間展望＝ドル円はもみ合いながらも堅調な推移か

　　　　　　　　　　［４月３日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 27 日～ 3 月 31 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  130.56   133.51(31)    130.41(27)    133.16   +2.43

ユーロ・ドル  1.0754   1.0926(30)    1.0745(27)    1.0902   +0.0142

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    28,041.48     +656.23     日本10年債利回り   0.337   +0.021

ダウ平均株価    32,859.03     +621.50     米10年債利回り     3.549   +0.173

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３日　　日銀短観（３月調査）

　　　　豪２月住宅建設許可件数

　　　　中国３月財新製造業ＰＭＩ

　　　　スイス３月消費者物価指数

　　　　独３月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏３月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英３月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米３月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米３月ＩＳＭ製造業景況指数、米２月建設支出

４日　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　独２月貿易収支

　　　　ユーロ圏２月生産者物価指数

　　　　米２月製造業受注

５日　　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　独２月製造業受注指数

　　　　独３月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏３月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英３月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏１月生産者物価指数

　　　　米３月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米２月貿易収支

　　　　カナダ２月貿易収支

　　　　米３月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　米３月ＩＳＭ非製造業景況指数

６日　　豪２月貿易収支

　　　　中国３月財新サービス業ＰＭＩ

　　　　スイス３月雇用統計

　　　　独２月鉱工業生産指数

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　カナダ３月雇用統計

　　　　カナダ３月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

７日　　日本２月勤労者世帯家計調査

　　　　日本２月景気動向指数速報値

　　　　米３月雇用統計

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ＦＲＢによる利上げがあと１回との見方から、米長期金利が上昇し

にくく、ドルも伸び悩みを見せやすいとみられる。こうした中、目先は米経済指標の動

向に左右されやすい展開が見込まれ、ドル円はもみ合いながらも上値の重い展開となり

そうとした。
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【米経済指標に左右されやすい展開か】

　３月２１～２２日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では０．２５％の利上げを決

定した。当局者の政策金利の見通し（いわゆるドットチャート）では、２０２３年末の

政策金利見通しを５．１２５％としており、前回（１２月）と同水準となった。２０２

４年末の政策金利は４．３７５％としている。

　　

　米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利上げはあと１回とみられている。米国では

利上げ停止となった後、早ければ７月にも利下げに動くとの見方も出ている。ただ、米

国でのインフレ率の高さもあり、年内後半の利下げの可能性はありそうだが、年央の利

下げはかなり可能性が低いとみられる。

　　

　ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチによると、５月のＦＯＭＣでは政策金利据え置きの確率が５

２％前後、０．２５％の利上げ確率が４８％前後となっている。利上げ打ち止めの時期

が視野に入ってきたことで、金利据え置きの確率が上昇して、ドルの上値を抑えてい

る。

　　

　利上げの着地点が見えてきたことで、ＦＯＭＣ後はドルは上値重く推移している。欧

米での金融システム不安が後退したことで、欧米市場で株価が堅調なこともあり、リス

ク選好の動きからドル売り円売りの動きとなっている。

　　

　欧米の金融システム不安への警戒感が後退したことで、今後のドル円は米国を中心と

する経済指標に左右されやすい展開が続くとみられる。３日の米３月ＩＳＭ製造業景況

指数、５日に米３月ＡＤＰ雇用統計、米３月ＩＳＭ非製造業景況指数、７日に米３月雇

用統計といった注目度の高い経済指標の発表が相次ぐ。

　　

　３月３０日に発表された新規失業保険申請件数は１９．８万件となり、事前予想の１

９．５万件や前回の１９．１万件を上回った。ただ、悪化を見せたとはいえ２０万件を

下回る低水準にあり、米国の堅調な雇用情勢が示されている。こうした中、米雇用統計

をはじめとする米国の経済指標は若干の下振れがあるにせよ、堅調な水準が維持される

とみられ、ドルの下支え要因になると見込まれる。

　　

　ドル円は３月２４日に１３０円を割り込み、一時１２９．６０台まで下落した。その

後は１３０円を回復して、３１日には１３３円台まで上昇している。今後は米経済指標

に左右される展開が見込まれるが、底堅い推移が続くとみられ、ドル円はもみ合いなが

らも堅調な推移が見込まれる。ドル円の目先の予想レンジは、１３０．００～１３６．

００円。

　　

　上記以外の今後の日米の経済指標やイベントとしては、３日に日銀短観（３月調

査）、米３月製造業ＰＭＩ確報値、米２月建設支出、４日に米２月製造業受注、５日に

米２月貿易収支、米３月サービス業ＰＭＩ確報値、６日に米新規失業保険申請件数、７

日に日本２月勤労者世帯家計調査、日本２月景気動向指数速報値などがある。

　　

【ユーロドルは堅調な流れが継続か】

　３０日に発表された３月のドイツ消費者物価指数は前年比＋７．４％となり、市場予

想の＋７．３％を上回った。前回の＋８．７％からは伸びが鈍化したものの、予想から

上振れしたことでユーロ買いドル売りの動きにつながった。この日は１．０９台を回復

している。

　　

　ドイツの消費者物価指数が前月からは鈍化傾向を見せたものの、予想を上回ってお

り、水準そのものも高水準となっている。このため、欧米の金融システム不安が落ち着

きを見せる中、インフレ抑制のための欧州中央銀行（ＥＣＢ）による利上げ継続姿勢は

意識されて、ユーロドルは堅調な流れが続くこととなりそうだ。ユーロドルの目先の予

想レンジは、１．０７００～１．１１００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、３日に豪２月住宅建設許可件数、中国３月

財新製造業ＰＭＩ、スイス３月消費者物価指数、独３月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏

３月製造業ＰＭＩ確報値、英３月製造業ＰＭＩ確報値、４日に豪中銀（ＲＢＡ）政策金

利、独２月貿易収支、ユーロ圏２月生産者物価指数、５日にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）



政策金利、独２月製造業受注指数、独３月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏３月非製造

業ＰＭＩ確報値、英３月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏１月生産者物価指数、６日に

豪２月貿易収支、中国３月財新サービス業ＰＭＩ、独２月鉱工業生産指数、カナダ３月

雇用統計、カナダ３月ＩＶＥＹ購買部協会指数などがある。
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